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９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ 2 第 3 学年 
All Aboard Ⅲ 

「チャンクで英単語 Standard」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 コミュニケーション英語Ⅲの授業は「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４

技能の力をつける授業です。読んだり、書いたり、聞いたりする活動を多く行い、本文の音読活動

がその核になります。積極的に取り組みましょう。 

 英語の語彙は、日々の単語の音読活動にしっかりと取り組み、語彙を増やしていきましょう 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 3 学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（2 単位） 

主な教材：上記科目の教科書、語彙力を補強する別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

聞いたり読んだ

りしたこと，学ん

だことや経験し

たことに基づき，

情報や考えなど

について，話し合

うなどして結論

をまとめる。 

コミュ英Ⅲ 

授業内での

ペア活動 

聞いたり読んだりし

たこと，学んだこと

や経験したことに基

づき，情報や考えな

どについて，まとま

りのある文章を書

く。 

 

コミュ英Ⅲ 

定期考査 

小テスト 

事物に関する紹介

や報告，対話や討

論などを聞いて，

情報や考えなどを

理解したり，概要

や要点をとらえた

りする。 

 

コミュ英Ⅲ 

授業内で行

うリスニン

グ活動 

 

説明，評論，物

語，随筆など

について，速

読したり精読

したりするな

ど目的に応じ

た読み方をす

る。また，聞き

手に伝わるよ

うに音読や暗

唱を行う。 

コミュ英Ⅲ 

授業内で行

うリーディ

ング活動 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動  

Lesson 2 

(6 時間) 

建築家ガウディ

について読み，

ガウディがバル

セロナにもたら

したものについ

て考える。 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ガウディについて関

心を持ち，意欲的に

読んだり聞いたりし

ている。 

・各セクションを読む前

に、建築について知って

いる情報を、ワークシー

トに基づいて、ペアで伝

え合う。 

・様々な国の建築につ

いて知っている情報

を、間違うことを恐

れず、積極的に話し

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・バルセロナについて

相手に正確に伝える

ことができる。 

・セクションごとに、興

味をひかれたバルセロ

ナについて、ワークシ

ートに英語で書く。 

・ガウディについて興

味をひかれたことに

ｔいて、適切に書く

ことができる。 

・小テストを実施した

り、ワークシートを

提出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・ガウディについて正

確に読み取ることが

できる。 

 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、ガウディの建築

物について読み、イメ

ージとともに、その内

容を理解する。 

・ガウディの建築物に

ついて理解することが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形について

理解し、適切に使い

こなすことができ

る。 

・該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・該当の文法事項を

用いた文の意味を

理解できるか、簡単

な文を作れるか。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

(6 時間) 

 

アマミホシゾラ

フグについて読

み，その生態を

学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・アマミホシゾラフグ

ついての説明を読ん

で、その内容を口頭

で要約する。 

・読んだことに基づ

き、について話す 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、アマミホシゾラフ

グの生態について話

す。 

・アマミホシゾラフグ

についての説明を

読んで、その内容を

口頭で要約するこ

とができる。 

・読んだことに基づ

き、アマミホシゾラ

フグの生態につい

て話すことができ

る。 

・小テストを実施し

たり、ワークシー

トを提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去形について理解

し，文を作ることが

できる。 

・該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・該当の文法事項を

用いた文の意味を

理解できるか、簡

単な文を作れる

か。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

(6 時間) 

EU で用い

られる貨幣

を通し，共

通貨幣の意

味 を 考 え

る。  

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しな

い） 

・ワークシートを利用し

て、セクションごとに貨

幣の図柄について例示

する表現を用いた対話

をペア・ワークで行う。 

（本単元では設定しな

い） 

 

「外国語表現の能力」 

・不定詞・動名詞を用い

て、自分の考えを表現

することができる 

・ワークシートを用いて、

セクションごと貨幣の

図柄について、例示する

表現を用いて簡潔な説

明文を書く。 

・貨幣のあり方ついて

の説明を読み、その内

容について、簡潔に説

明する文章を書くこと

ができる。 

・小テストを実施し

たり、ワークシート

を提出させ、その内

容を取組状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・共通貨幣について理解

し、概要や要点を捉え

ることができる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、貨幣の図柄に関して

イメージとともに、その

内容を理解する。 

・ 貨幣のあり方につい

ての説明を読んで、そ

の特性に関する情報

の概要や要点を捉え

ることができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題

により、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞・動名詞につい

て理解し，文を作るこ

とができる。 

・ 該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・ 該当の文法事項を用

いた文の意味を理解

できるか、簡単な文を

作れるか。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 

 

Lesson 4 

(6 時間) 

広島の路面

電車につい

て読み，路

面電車が広

島の平和に

もたらした

ものについ

て考える。 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・路面電車について関心

を持ち，意欲的に読ん

だり聞いたりしてい

る。 

・各セクションを読む前

に、路面電車について知

っている情報を、ワーク

シートに基づいて、ペア

で伝え合う。 

・広島の復興につい

て知っている情報

を、間違うことを

恐れず、積極的に

話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・路面電車について相手

に正確に伝えることが

できる。 

・セクションごとに、興

味をひかれた広島の復

興について、ワークシ

ートに英語で書く。 

・広島の復興につい

て興味をひかれた

ことについて、適

切に書くことがで

きる。 

・小テストを実施した

り、ワークシートを提

出させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・路面電車について正確

に読み取ることができ

る。 

 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、広島の復興の状

況について読み、イメ

ージとともに、その内

容を理解する。 

・広島の復興につい

て理解することがで

きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受け身について理解し、

適切に使いこなすこと

ができる。 

・該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・該当の文法事項を

用いた文の意味

を理解できるか、

簡単な文を作れ

るか。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

(8 時間) 

ハナさんの

取り組みと

ラブレター

について理

解 し 考 え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しな

い） 

・ワークシートを利用し

て、セクションごとにハ

ナさんの取り組みにつ

いて例示する表現を用

いた対話をペア・ワーク

で行う。 

（本単元では設定しない）  

「外国語表現の能力」 

・関係代名詞を用いて、

状況を説明できる。 

・例示する表現を用いて

簡潔な説明文を書く。 

・ ハナについての説明を

読み、その内容につい

て、写真やグラフを見せ

ながら、簡潔に説明する

文章を書くことができ

る。 

・小テストを実施

したり、ワークシ

ートを提出させ、

その内容を取組

状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ハナさんの取り組みに

ついて読み，概要や要

点をとらえることが

できる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、社会活動に関してイ

メージとともに、その内

容を理解する。 

・ハナさんについての説

明を読んで、その特性に

関する情報の概要や要

点を捉えることができ

る。 

・定期テストの筆

記テストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができて

いるかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞について理

解し、使いこなすこと

ができる。 

・ 該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・ 該当の文法事項を用い

た文の意味を理解でき

るか、簡単なメールや手

紙の原稿が作れるか。 

・言語の使用場面

と働きを意識し

た定期テストの

筆記テストにお

いて、知識が身に

付いているかを

判断する。 

Lesson 6 

(8 時間) 

世界自然遺

産となった

小笠原諸島

について読

み，その直

面する問題

について考

える。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 小笠原諸島の独自性

について関心を持ち，

積極的に聞いたり読ん

だりしている。 

 

・セクションごとに、本文

の音声を聞き、事実と筆

者の考えを区別して、ワ

ークシートにメモする。 

・聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、推

測するなどして聞き続

けている。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・小テストを実施し

たり、ワークシー

トを提出させ、そ

の内容を取組状

況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・ワークシートを利用し

て、世界遺産の功績につ

いての対話をペア・ワー

クで行う。 

（本単元では設定しな

い） 

 

「外国語理解の能力」 

・理由，効果，問題点な

どの詳細を理解し，段

落のつながりを意識し

ながら読むことができ

る。 

・セクションごとに、本文

のを読み、事実と筆者の

考えを区別して、ワーク

シートにメモする。 

・ワークシートが適切に

完成できているかどう

か 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う

出題により、内容

理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・否定表現について理解

し、文を作ることがで

きる。 

・該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解す

る。 

・ 該当の文法事項を用い

た文の意味を理解でき

るか、簡単な文を作れ

るか。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 
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Lesson 7 

(8 時間) 

古代史の解
明に大きな
役割を果た

した中国古
代の歴史や
兵馬俑につ

いて理解す
る。  

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・兵馬俑について関心
を持ち，積極的に聞い
たり読んだりしてい

る。 

・セクションごとの内容
に対する感想や意見に
ついて話すためのキー

ワードをワークシート
にメモし、それを参考に
しながらグループで伝

え合う。 

・間違うことを恐れず、
情報や考えについて話
している。 

・小テストを実施
したり、ワーク
シートを提出さ

せ、その内容を
取組状況の判断
材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・説明や描写の表現を
工夫して相手に効果

的に伝わるように話
したり書いたりする
ことができる。 

 

 ・中国古代史について概
要や要点を捉えること

ができる。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、科学

技術についての情報や
考えなどを、聞き手に
伝わるように話すこと

ができる。 

・グループでの言
語活動を観察す

る。 

・小テストを実施
したり、ワーク

シートを提出さ
せ、その内容を
取組状況の判断

材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・兵馬俑に関する事実
を正確に読み取るこ
とができる。 

・つながりを示す語句
に注意しながら読む
ことができる。 

・中国古代史について理
解することができる。 

・つながりを示す語やフ
レーズに注意して文章
を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを
把握することができ
る。 

・定期考査の筆記
テ ス ト に お い
て、内容理解を

問 う 出 題 に よ
り、内容理解が
できているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞を用いた文

について理解し、使い
こなせるようになる。 

・該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解
する。 

・ 該当の文法事項を用

いた文の意味を理解で
きるか、簡単な文を作
れるか。 

・言語の使用場面

と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお

いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson 8 

(8 時間) 

エシカル・

ファッショ

ンについて

読み，労働

環境につい

て考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・エシカル・ファッショ

ンについて関心を持

ち，積極的に読んでい

る。 

・ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各

写真を示しながらエシ

カル・ファッションにつ

いて簡単な英語で説明

する。 

・間違うことを恐れ

ず、エシカル・ファ

ッションについて

話している。 

 

・小テストを実施した

り、ワークシートを

提出させ、その内容

を取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・エシカル・ファッショ

ンについて適切に書

くことができる。 

・写真を使いエシカル・フ

ァッションについて説

明し、自分の考えを話

す。 

・エシカル・ファッショ

ンについての説明を読

んで、写真を示しながら

説明し、事実と自分の考

えを区別して話すこと

ができる。 

・グループでの言

語活動を観察す
る。 

「外国語理解の能力」 

・エシカル・ファッショ

ンを理解しながら読

むことができる。 

・関連した画像などを見

ながら、エシカル・ファ

ッションについて理解

する。 

・エシカル・ファッショ

ンに関して読んだこと

を理解することができ

る。 

・定期テストの筆

記テストにおい

て、内容理解を

問 う 出 題 に よ

り、内容理解が

できているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・後置修飾の分詞の用

法を身につけている。 

 

・ 該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・ 該当の文法事項を用

いた文の意味を理解

できるか、簡単な文を

作れるか。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 
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Lesson ９ 

(8 時間) 

日本とコス

タリカのエ

ネルギー資

源利用の比

較について

のプレゼン

テーション

を読み，理

想的なエネ

ルギー資源

の活用につ

い て 考 え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・エネルギー資源の効

果的活用について関

心を持ち，積極的に読

んでいる。 

・ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各

写真を示しながらエネ

ルギー資源について簡

単な英語で説明する。 

・間違うことを恐れず、

エネルギー資源の情報

について話している。 

 

・小テストを実施

したり、ワーク

シートを提出さ

せ、その内容を

取組状況の判断

材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・グラフやチャートな

どの視覚資料を用い

て，情報や考えなどを

適切に書いたり発表

したりすることがで

きる。 

・グラフやチャートを示

しながらエネルギー資

源について説明し、自分

の考えを話す。 

・エネルギー資源につい

ての説明を読んで、写真

を示しながら説明し、事

実と自分の考えを区別

して話すことができる。 

・グループでの言
語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

・２つの国のエネルギ

ー利用の共通点と相

違点を理解しながら

読むことができる。 

・関連した画像などを見

ながら、2 カ国のエネル

ギー利用について理解

する。 

・エネルギー資源に関し

て読んだことを理解す

ることができる。 

・定期テストの筆

記テストにおい

て、内容理解を

問 う 出 題 に よ

り、内容理解が

できているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較表現についての

基本的知識を身につ

けている。 

・図表に示されている

内容を表現するため

の基本的表現を身に

つけている。 

・ 該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・ 該当の文法事項を用

いた文の意味を理解で

きるか、簡単な文を作れ

るか。 

・言語の使用場面

と働きを意識し

た定期テストの

筆記テストにお

いて、知識が身

に付いているか

を判断する。 

Lesson 10 

(8 時間) 

ルビー・ブ

リッジズさ

んの経験と

彼女がアメ

リカの公民

権運動に与

えた影響に

ついて理解

し考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しな

い） 

・ワークシートを利用し

て、セクションごとにル

ビー・ブリッジズさんの

生涯について例示する

表現を用いた対話をペ

ア・ワークで行う。 

（本単元では設定しない）  

「外国語表現の能力」 

・過去分詞を使った分詞

構文を用い、状況を説

明できる。 

・例示する表現を用いて

簡潔な説明文を書く。 

・ ルビー・ブリッジズさ

んについての説明を読

み、その内容について、

写真やグラフを見せな

がら、簡潔に説明する文

章を書くことができる。 

・小テストを実施

したり、ワークシ

ートを提出させ、

その内容を取組

状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ルビー・ブリッジズさ

んの経験について読

み，概要や要点をとら

えることができる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、公民権運動に関して

イメージとともに、その

内容を理解する。 

・ルビー・ブリッジズさん

についての説明を読ん

で、その特性に関する情

報の概要や要点を捉え

ることができる。 

・定期テストの筆

記テストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができて

いるかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去分詞を使った分詞

構文について理解し、

使いこなすことがで

きる。 

・ 該当の文法事項が用い

られた文の意味を理解

する。 

・ 該当の文法事項を用い

た文の意味を理解でき

るか、簡単な文を作れる

か。 

・言語の使用場面

と働きを意識し

た定期テストの

筆記テストにお

いて、知識が身に

付いているかを

判断する。 
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